
 

 

  

ある

53%

ない

47%

定期健診を受けていただくために歯科医院で工夫し

ていることはありますか？

ある ない

37%

13%

47%

3%

現在とりくんでいることがある

今後とりくむ必要があると考えている

ない

未回答

 

＊市内歯科健康診査協力機関へのアンケート結果 

節目歯科健康診査・妊婦歯科健康診査実施医療機関 53件中 32件回答：（令和 2年 6月調査） 

節目歯科健康診査についての意見 

＊20、30代の健診があればよい。高校を卒業すると歯科健診を受ける機会がない。（他 6件） 

＊働く世代は忙しく来院が遠のく。節目歯科健診を受けた結果を郵送すればポイント得点で何かもらえるとお得感が出てくるかもしれない。 

（他 1件） 

＊本人負担を無料にする。（40、50、60代） 

＊節目歯科健診に 20代、３０代を追加して５歳きざみにしはどうか。 

＊節目歯科健康診査だけでは口腔内の評価ができない。（レントゲン撮影や、スケーリングなど一緒にできるとよい。） 

＊糖尿病対策と歯科保健事業 

 

若者の歯科保健対策と節目歯科健康診査について 

 

【部会の意見】 

・２０代、３０代の健診受診率が少ない。市民課とタイアップして婚姻

届を出しに来た時に歯科健診の無料クーポン配布をしてはどうか。 

・婚姻届、出生届、転入届時に家族みんなでむし歯予防にとりくむことに

ついてのチラシ配布をしてみたらどうか。 

・若者に健診を受けてもらう機会をつくるのに、節目歯科健康診査を 20

代、30 代にもする必要がある。 

・５年刻みで健診できるとよりよい。 

・歯科医院によっては、予約を取りづらい医院もある。予約を取りやすくす

るために健診の日だけがあればいい。 

 

【来年度の方向性】 

① 婚姻届・出生届時などの機会をとらえた、若者への歯科保健啓発の

検討 

② 節目歯科健康診査実施年齢の見直しの検討 

③ 切れの目ない全年代への歯科保健啓発内容の検討 

（子育て相談センター・健康増進課・長寿いきがい課で内容を検討） 

・広報特集号の掲載や啓発チラシの制作等の検討 

 

保健推進部会意見と方向性 草津市歯科保健事業の現状と課題 ② 

 

各歯科医院での糖尿病に対しての取り組み
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草津市節目歯科健康診査は定期健診の

動機づけとなっていますか？
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糖尿病対策と歯科保健事業について 

【部会の意見等】 

歯周病と糖尿病の関係性を知らない方に対しての啓発周知は、歯科

医院を以外でどうすればできるか。 

 

【来年度の方向性】 

①健康イベント参加者や特定健康診査の集団健診会場で、歯周病

と糖尿病の関係性の啓発をする。 

 

各歯科医院で実施している糖尿病に対しての取り組みや意見 

＊歯科医院に糖尿病予防の啓発ポスターを掲示している。（他 5件） 

＊血糖値の値は定期的に記載し、口腔内の変化から糖尿病の変化関連を説明し

ている。（他 4件） 

＊受付にてパンフレットを置いている。（他 2件） 

＊定期健診で血糖値の値を聞いている。（他 3件） 

＊歯周病と糖尿病の関連を再度認識・理解し医科⇔歯科連携を相互に強固なも

のに構築できれば良いと思う。 
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                                                                                                     資料 ６ 

草津市歯科保健事業の現状と課題 ① 

・子どもから高齢者まで、全ての年代で「かかりつけ歯科医」を持ち、定期的に歯科受診をすることで、健康な歯・口腔の市民を増やします！ 

・ライフステージに応じた口腔内の清掃方法の定着を推進し、高齢者になっても自分の歯でおいしく食べられる市民を増やします！ 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
事
業 

・妊婦歯科健康診査 

・節目歯科健康診査 

・かかりつけ医普及促進事業 

・２歳６か月健診時保護者向け歯周病啓発 

・コラボにこにこ障害児歯科保健事業協力 

・介護予防普及啓発 

・地域介護予防活動支援 

・短期集中予防サービス 

・介護事業所への出前講座等の介護予防、口腔管理の普及啓発 

・滋賀県後期高齢者歯科健康診査事業 

・在宅療養者の医科歯科連携 

＊主な事業 

 

・学校歯科健診 

・草津市児童生徒歯と口の健康づくり推進事業 

・乳幼児健診時リーフレットにて個別指導 

・乳幼児健診時でう蝕のある児への受診勧奨 

・親子の歯の健康デー 

                                                                                かむカムフェスタ R２中止 

 
 

歯科保健のキャッチフレーズ 「誕生日には歯科受診しっかり噛んでにこにこ笑顔」 

〇歯周病を有する人の減少  妊婦で歯周炎を有する人の減少（妊婦歯科健康診査） 

 受診者数 健  全 歯 肉 炎 歯 周 炎 不  明 

Ｈ26 297 53（17.8） 159（53.3）  77（25.9）  8（2.7） 

Ｈ27 248 43（17.3） 116（46.8）  76（30.6） 13（5.2） 

Ｈ28 292 48（16.4） 109（37.3） 130（44.5）  5（1.7） 

Ｈ29 286 73（25.5） 90（31.5） 114（39.9）  9（3.1） 

Ｈ30 306 86（28.1） 112（36.6）  99（32.4）  9（2.9） 

Ｈ31 279 74（26.5） 106（38.0）  91（32.6）  8（2.9） 

 

 

〇70歳で 24 本以上の自分の歯を有する人の増加（節目歯科健康診査） 

 受診者数 ２４本以上 ２０～２３本 １９本以下 

Ｈ26 211 139（65.9） 35（16.6） 37（17.5） 

Ｈ27 155 103（66.5） 32（20.6） 20（12.9） 

Ｈ28 110 79 （71.8） 13（11.8） 18（16.4） 

Ｈ29 159 102（64.2） 32（20.8） 24（15.1） 

Ｈ30 141  100（70.9） 20（14.2） 21（14.9） 

Ｈ31 226 154（68.1） 38（16.8） 34（15.1） 

 

〇むし歯のない乳幼児の増加 

（3歳児のむし歯有病率）（乳幼児健診） 

Ｈ27 20.0% 

Ｈ28 17.0% 

Ｈ29 16.4% 

Ｈ30 12.0% 

Ｈ31 11.5% 

 

＊健康くさつ 21（第 2次）中間評価の指標からみる現状  

 

3 歳児のむし歯有病率は中間評価より

改善している。 
妊婦の歯周炎を有する人は、中間評価より増加傾向である。 

 中間評価より増加しているが 19本以下も増加がみられる。 


